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2010～2014 年までの 5 年間を見ていきましょう。 

企業力総合評価 

下位各親指標 

営業効率 資本効率 生産効率 資産効率 流動性 安全性 

    

                        

企業力総合評価は、123.47P→146.80P→148.83P→159.10P→162.40P と推移しています。下位の指標

は、営業効率、資本効率、流動性が改善していますから、儲かって、財務体質が改善してきており、

成長の好循環に入っていると言えます。 

営業効率（儲かるか指標）は、2010 年赤信号領域から急改善し、踊り場を形成した後、成長トレンド

です。資本効率（株主評価）も同様です。2010 年赤信号領域であっても、企業力総合評価が高く 123.47

Ｐと言うのは、財務体質が良いなど、土台を支える指標が良いからです。逆に言えば、日頃「土台」

を作っていれば、㈱電通国際情報サービスの様な「助け」がある会社になれます。 

生産効率（人の利用度）は、青信号領域を変動しながらほぼ横ばいです。 

資産効率（資産の利用度）は、青信号領域を安定しています。 

流動性（短期資金繰り指標）は改善トレンドが確実です。 

安全性（長期資金繰り指標）も高い位置で青信号領域です。 

 

営業効率の下位指標を確認します。急伸・踊り場・成長トレンドの原因が分かるかもしれません。 

（単位：百万円）

2010 2011 2012 2013 2014

売上高合計 61,155 60,232 63,869 72,764 73,970

売上総利益 18,744 19,706 19,883 22,493 22,572

売上高総利益率
30.65% 32.72% 31.13% 30.91% 30.52%

営業利益 ▲296 2,198 2,350 4,193 4,311

売上高営業利益率 ▲0.48% 3.65% 3.68% 5.76% 5.83%

経常利益
▲239 2,352 2,497 4,312 4,768

売上高経常利益率
▲0.39% 3.90% 3.91% 5.93% 6.45%

当期純利益 ▲139 ▲131 1,518 2,625 2,875

売上高当期利益率 ▲0.23% ▲0.22% 2.38% 3.61% 3.89%
 

2010 年は営業損失が出ましたが、2011 年減収増益で青信号領域に改善しました。㈱電通国際情報サ

ービスの様な財務体質の良い会社は、営業利益（売上高営業利益率）＜経常利益（売上高経常利益率）

なので、営業利益さえ見ていれば読めます。 
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㈱電通国際情報サービスは、3 セグメント（以下ＳＧ）で構成されています。 

①金融ソリューション・・・金融業界を対象とした各種金融サービスに関わるソリューションの提供 

②エンタープライズソリューション・・・人事・会計・生産管理分野を対象とした各種基幹システム

に関わるビジネス系ソリューションならびに製造業の製品開発・製造分野を対象としたエンジニアリ

ング系ソリューションの提供 

③コミュニケーション IT・・・電通グループとの協業による企業向け各種ソリューションの提供 

これらＳＧ別に売上高、営業利益率を調べてみました。 

 

2010 年時点で、営業利益率は、コミュニケーションＩＴ、金融ソリューション、エンタープライズソ

リューションの順です。エンタープライズソリューションは、常に合計営業利益率より低く、大きな

赤字なので、お荷物的存在です。その後 4 年間で、同順序で売上高を伸ばし、更に営業利益率を伸ば

しました。但し、エンタープライズソリューションは営業利益率が改善したとは言えません。 

コミュニケーション IT は、電通グループとの「協業」による企業向け各種ソリューションの提供で、

エンタープライズソリューションは、同じ企業向けであっても「協業」しません。㈱電通国際情報サ

ービスは、グループ会社の強みを出し合い、グループ全体でより付加価値の高い商品にして販売し、

利益を上げていることが分かります。 

エンタープライズソリューションの売上高推移を読んでみて下さい。営業効率が急伸した 2011 年は

減収です。踊り場の 2012 年は増収、成長トレンドの 2013～2014 年は減収です。営業効率親指標の急

伸・踊り場・成長トレンドの原因の一つはここにあるようです。 

まとめまとめまとめまとめ    
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百万円

編集後記編集後記編集後記編集後記 子供のころ、年末と言えば、クリスマスにお年玉と楽しいばかりでした。今は、自分の帰省と子供の帰

省、家族旅行など、何を優先すべきか悩むばかりです。(-.-) 文責 JY  
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